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　カール・フィリップ・エマヌエル・バッハ Carl Philipp Emanuel Bach（1714─88）が






















＊1　例えばクヴァンツ Johann Joachim Quantz（1697─1773）の『フルート奏法 Versuch einer Anweisung 
die Flöte traversiere zu spielen』（1752）、L. モーツァルト Leopold Mozart（1719─87）の『ヴァイオリン奏
法 Versuch einer gründlichen Violinschule』（1756）、マールプルク Friedrich Wilhelm Marpurg（1718─95）
の『クラヴィーア奏法 Anleitung zum Clavierspielen』（1765）、テュルク Daniel Gottlob Türk（1750─1813）
の『クラヴィーア教本Klavierschule oder Anweisung zum Klavierspielen für Lehrer und Lernende』（1789）
など、枚挙に暇がない。

















　アルカンジェロ・コレルリ Arcangelo Corelli（1653─1713）は、1700 年にローマのサン
タ社 G. P. Santa から《通奏低音付きヴァイオリン独奏ソナタ　作品 5 Sonate a violino e 




　ところがこの曲集は評判がよかったと見え、1708 年にロジェ社が第 2 版 seconde 
édition を出し、パリのマサール・ド・ラ・トゥール社 Massard de la Tour が追随したの
を皮切りに、09 年にはアムステルダムのモルティエ社 Pierre Mortier が新版 nouvelle 









＊4　《ヴァイオリン・ソナタ集》op. 5の出版経緯については、カステラーニMarcello Castellani （生没年不明）
が 1979 年に同ソナタ集のファクシミリ版を出版するに当たって序文の中で整理しているので、それを参考に
した（Castellani 1979）。カステラーニのファクシミリ版には、1700 年の初版と、1710 年の『ロジェ社版』の
両方が掲載されている。




　譜例 1─1 に示すように、1700 年の初版は全て 2 段譜に書かれているが、各段にパート
（使用楽器）の指定はない。この場合、上段はヴァイオリンによる旋律、下段は通奏低音
と考えるべきであろう。
譜例 1　Corelli Sonata op. 5, 1　1─1　1700 Roma : Santa.
　一方、1710 年の『ロジェ社版』（譜例 1─2）にもパートの指定はないが、初版にもあっ
た旋律パートの上に、細かな装飾を付した旋律が書かれて、3 段譜となっている。ただし、
それは Grave の指定がある 1 段目の 2 小節だけであり、Allegro に変わった 2 段目、第 3
小節からは 2 段譜となっている。これ以降の頁を見ても、3 段譜となって装飾が書かれて
いるのは Grave あるいは Adagio の指定がある遅い部分だけで（遅い部分はすべて装飾譜





＊5　たとえばヘンデルのオペラ《エジプトのジュリオ・チェーザレ Guilio Cesare in Egitto》（1724）にも装
飾を指示すると思われる Adagio が書かれている。クレオパトラのアリア〈私を哀れんで下さらないのなら
Se pietà di me non senti〉の主部は Largo の指定となっており、そのテンポは中間部も保たれている。とこ
ろが、ダ・カーポ形式の中間部最後、2 回目の主部に戻る直前に Adagio の指示が書かれている。しかもそれ
は編成全体に対してではなく、声楽パートに対して書かれているように見える。この場合、Adagio はテンポ
の変更ではなく、装飾の開始を指示していると考えるのが妥当であろう。ウィーンのコンツェルトハウスに










　それどころか、19 世紀末になってもこの楽譜が《ヴァイオリン・ソナタ集》op. 5 の正
しい版であると考えられていた。ヘンデル研究家として有名なフリードリヒ・クリュザン
ダー Friedrich Chrysander（1826─1901）が、ヴァイオリニストのヨーゼフ・ヨアヒム










＊6　たとえば、ジョージ・フレデリック・ハンデル Geroge Frideric Handel（1685/1759）のソロソナタ集も
両社が作曲者に無断で出版したものである（三澤 2007：229）。
2．事例研究　─テレマンのソナタ─
　ゲオルグ・フィリップ・テレマン Georg Philipp Telemann（1681─1767）は 1728 年と
32 年にハンブルクで《入門用ソナタ集 Methodische Sonaten》（作品 13 およびその続編）
を出版している（譜例 2）。
　2 冊に収められた全 12 曲は基本的に、旋律楽器のための高音部譜表と、通奏低音のた
めの低音部譜表（数字低音付き）の 2 段譜によるが、Adagio、Grave、Andante 等のテ
ンポが指定された各ソナタの冒頭楽章（続編第 2 曲のみは Allegro の指定であるため、第












ば、mà non adagio は「遅くしないように」ではなく、「装飾は付けずに」と理解するこ
とができるのではないだろうか。実際、この楽章の旋律を見ると、「甘い」装飾的な動き
を多く持っており、それ以上に装飾を付ける余地はないように思われる。なお、Dolce の




とに関心を持っていたと思われる。彼が 1733 年ないし 34 年に出版した《歌と演奏と通奏
低音の練習 Singe-, Spiel- und Generalbass-Übungen》がその格好の例であろう。そこに










　ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart（1756─91）
が 1784 年にウィーンのアルタリア社 Artaria から《3 つのソナタ　作品 6 Trois Sonates 
Oeuvre Ⅵ》の第 3 曲として出版した F-dur KV332（300k）の場合、83 年にザルツブル
クまたはウィーンで書かれたと考えられている自筆譜と 84 年の初版譜の間で、第 2 楽章
に違いが見られるのである（譜例 3。残念ながら自筆譜の画像を手に入れることができな
かったので、現代譜で代用する）。
















　今回、手元にあった 18 種の楽譜を比べてみると（表 1 を参照のこと）、自筆譜稿を採用
している（装飾を出版社の勝手な追加と見なしている）のはマルティエンセン Carl Adolf 
Martienssen（1881─1955）の校訂によるペータース版 C. F. Peters （1951）を始めとする
9 版であるのに対し、初版の装飾稿を採用している（モーツァルトが提供したと考えてい
るのか、追認したと考えているのかは不明）のはバルトーク Bartók Béla（1881─1945）





載しているのは 20 世紀後半以降の 5 社に留まり、残る 4 社は装飾の有無という問題があ
ることに全く触れていない。
　興味深いのはウィーン原典版 Wiener Urtext における扱いだろう。フュッスル Karl 
Heinz Füssl （1924─1992）の校訂で 1973 年に出版された旧版においては自筆譜稿を主とし、






出版年 出版社等 校訂者 自筆 初版 注記 備考
？ Lea Pocket Scores 40x ？ 主 上小 ○ unedited !
1912 Musica Budapest Bartók, B. × 主 ×
1931 The Associated Board Y.Bowen 主 別頁 △
1950 春秋社 井口基成 × 主 ×
1951 C.F.Peters C.A.Martienssen 主 上小 ○
1950er? 全音楽譜出版社 千蔵八郎？ × 主 ×
1955 Curci E.Fischer 主 上小 ○ 新芸術社o. J.
1956 Theodor Presser Company N.Broder 主 上小 ◎
1973 Wiener Urtext K. H. Füssl 主 上小 ◎
1977 G.Henle E.Harttrich 上小 主 ○
1979 The Associated Board S.Sadie 下小 主 ◎
? Breitkopf & Härtel R. Teichmüller 主 上小 ○
1986 Bärenreiter W.Plath, W.Rehm 主 上小 ○ 新全集に基づく
1990 Allans Publishing W.Thomson 上小 主 ○
1995 音楽之友社 （神野明） 主 上小 ○ ベーレンライター版による
2003 Wiener Urtext U.Leisinger 別頁 主 ◎
2013 音楽之友社 今井顕 × 主 ×
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